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八丈町は東京の南方海上 291 ㎞に位置し、交通の便も良く、海洋性気候により、生

活がしやすい島である。人口は8000人程度で、島内の高齢化率は32.5％と高い。入

所サービスを担っているのは当施設のみであり、重度介助者が多く、多くの利用者が内

科的疾患も合併している。当施設は離島という環境下で新たな知識を得にくい中、島内

の住民・他事業所に向けての勉強会等を開催し、介護の知識・技術向上を目指している。

《１．研究前の状況と課題》 

第二八丈老人ホーム西館（以下当施設）では以

前より身体状況に問題がない利用者様には ﾄｲﾚ

で排泄をして頂こうという目標があり、介助量が

大きい利用者様に対しては職員 2 人介助にてﾄｲﾚ

に座って頂く取組みを行っていた。 

その上での課題としては、職員から「なぜ2人

介助までしてﾄｲﾚに座って頂く必要があるのか」

といった意見や、「介助量が大きい場合、無理に

ﾄｲﾚに座って頂くことは利用者様にとって逆に負

担がかかってしまうのではないか」という意見が

出ていた。このような意見はどちらも一理あるも

のであり、このために同利用者様に対してﾄｲﾚ介

助を行う場合と行わない場合があるなど統一さ

れていない状態であった。 

これらのように研究前の課題の1点目は、利用

者様に対する排泄ケアがばらばらであった点、2

点目は当施設職員の排泄ケアに関する考え方が

統一されていなかった点である。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

 第一の目的としては利用者様にとって不快で

なく、各々の利用者様にとって、最も良いと思わ

れる排泄ケアを行うことと設定した。 

 またその目的を達成するために、まずは手段と

してどのような排泄ケアへの取り組みがあるの

かを考え、様々な状態である各々の利用者様に合

う排泄ケアを考えていくこととした。 

加えて、当研究の期待する成果・目標としては、

研究前の課題の１つである職員間での排泄ケア

に関する意識・考え方を統一していくことを目標

とした。 
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《５．まとめ、結論》 

 当研究はｵﾑﾂｾﾞﾛを通して、利用者様の心地良さ

の向上、加えてそれまでは排泄ケアの観点がﾊﾞﾗﾊﾞ

ﾗであった職員間の意識統一への取り組みを行っ

たものである。 

 結果としてｵﾑﾂ使用者ｾﾞﾛ、ﾘﾊﾊﾟﾝ使用者も 8 割

減少することができ、かつ職員間での排泄ケアの

観点も統一することができた。 

 成果が出たﾎﾟｲﾝﾄとしては、取り組み自体を急に

始めるのではなく、緻密な計画を立てた上で十分

な周知期間を設けた事。また取り組みを全職員・

家族も巻き込んで実施していく事、加えて、効果

が実感しやすい点から実行し、職員間で効果を実

感できるように進めてきた点だと考えられた。  

ちなみにその後の9月以降は利用者様本人で意

思が伝えられる方はその意思を尊重するととも

に、各々の利用者様に最適と思われる排泄ケアを

全職員同じ意識の下で行えている。

《６．倫理的配慮に関する事項》 

 なお、本研究発表を行うにあたり、ご本人（ご

家族）に確認をとり本研究発表以外では使用しな

いこと、それにより不利益を被ることはないこと

を説明し、回答をもって同意を得たこととした。

加えて発表データは個人が特定できないようにデ

ータ処理を行った。 

《８．提案と発信》

施設によっては、全利用者様をﾄｲﾚに座って頂く

ことはできない場合もあるかと思われます。「だか

らこの施設はダメなんだ」ではなく、現状を分析

し、利用者様の心地良さに焦点を当ててみた際に、

新しいｱﾌﾟﾛｰﾁが考えられるとわかりました。本研

究を通して、多くの施設が少しずつでもケア向上

できる事にご協力できれば幸いです。 

《３．具体的な取り組みの内容》 

 当施設は入所者46床、ｼｮｰﾄｽﾃｲ者 14床であり、

入所者の中でｵﾑﾂ使用者は 8 名、ﾘﾊﾋﾞﾘﾊﾟﾝﾂ（以下

ﾘﾊﾊﾟﾝ）使用者は18名であった。 

本取組みの具体的な方向性としては、まず取組み

やすいと考えられたﾘﾊﾊﾟﾝ使用者の方々を布ﾊﾟﾝﾂへ

と変更することで、利用者様の心地良さが向上する

ことを職員へ実感して頂き、そこから排泄ケアに関

する意識の統一を図ることを考えた。取組み期間と

しては、職員間に取り組み自体を行うことを平成

24年 4月～5月の2か月間で行い、6月よりﾘﾊﾊﾟ

ﾝを使用されている利用者様5名に対して布ﾊﾟﾝﾂへ

と変更した。この際にも、中心になった職員だけで

なく利用者様のご家族様や主に担当となる職員に

声をかけながら行うなどをし、全職員が関わってい

るという雰囲気を形成していった。その後、今まで

ｵﾑﾂかﾄｲﾚでの排泄かといった選択肢しかなかった

が、ﾄｲﾚで排泄できなくてもその利用者様にとって

心地良いのはどのような状態かを考え、ﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟ

付き布ﾊﾟﾝﾂをｵﾑﾂ使用者に使用していくこととし

た。また職員間の取り組みに対する意識を向上して

いくため、医務部門や機能訓練部門といった他部門

から称賛を伝える事を積極的に行った。費用として

は施設としてﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟ付き布ﾊﾟﾝﾂを20枚購入し、

６万円程度の施設の協力を得て実施した。活動の成

果となったﾎﾟｲﾝﾄとしては、一部の職員だけで行う

という雰囲気ではなく、周知期間を2か月間設け、

全体で効果を出している状態を作りだすこと。ま

た、ｵﾑﾂかﾄｲﾚかといった考えでなく、ﾄｲﾚでなくて

も快適に生活して頂くという視点で行えたことで

ある。 

《４．取り組みの結果と考察》 

 結果は平成24年 9月の時点で、ｵﾑﾂの方は全員、

ﾘﾊﾊﾟﾝの方は 8 割ほど布ﾊﾟﾝﾂに変えることができ

た。また職員間の排泄ケアの認識として、以前は「ﾄ

ｲﾚに座ること」が目的と考えていた職員もいたが、

利用者様が心地よくなって頂くことが目的であり、

そのためにﾄｲﾚに座って頂くことが効果的な方法だ

という認識で統一されてきた。 
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